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１) 説明文

① この浸水想定区域図は球磨川水系山の津川の法河川区間（水防法に基づく洪水

予報区間及び水位周知区間外）について、氾濫が推定される範囲、氾濫した場合

に推定される水深を表示した図面です。

② この浸水想定区域図は、作成時点の地形地物の状況等を勘案して、想定し得る

最大規模の降雨に伴う洪水により山の津川が氾濫した場合に推定される氾濫の状

況をシミュレーションにより求めたものです。

③ なお、このシミュレーションの実施にあたっては、河川堤防の決壊による氾濫

範囲の拡大、内水による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域図に

表示されていない区域においても氾濫が発生する場合があります。

２) 基本事項等

① 作成主体 熊本県

② 公表年月日 令和３年５月３１日

③ 対象となる河川 球磨川水系山の津川（実施区間）

左岸：なかお谷川の合流点から

樅木川への合流点まで

右岸：なかお谷川の合流点から

樅木川への合流点まで

④ 前提となる降雨 流域全体に１２時間の総雨量６３６ｍｍの降雨がある場合

⑤ 関係市町村 八代市

３)その他計算条件等

① この図は、山の津川の県が管理する区間で、「小規模河川の氾濫推定図作成の

手引き」(令和2年6月：国土交通省 水管理・国土保全局、国土技術政策総合研

究所)に基づいて越水又は溢水した場合の氾濫が推定される範囲、氾濫した場合

に推定される浸水深を表示した図面です。

② この図は、山の津川の上記２)③に記載した区間における氾濫解析結果を基に作

成したものです。

③ 氾濫解析では、支川の氾濫による影響、排水機場などの内水処理施設等の効果

は考慮していません。

④ 河道と氾濫区域を一体として５ｍメッシュに分割し、メッシュごとに浸水深を

計算しています。

⑤ 計算メッシュの地盤高は、基盤地図情報（数値標高モデル）の平均地盤高を使

用しています。このため、氾濫した場合に推定される水深が実際の浸水深と異な

る場合があります。

球磨川水系山の津川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）
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